












































































































回 答 者 31名 14名






































19歳 20歳 21歳 22歳
男性 0 名 1 名 6 名 0 名 7 名
女性 6 名 3 名 28名 1 名 38名
合計 6 名 4 名 34名 1 名 45名
表 2-1　回答者の属性
表 2-2　回答者の出身地
出身地 人数 割合 出身地 人数 割合 出身地 人数 割合 出身地 人数 割合
青森県 1 名 2% 栃木県 2 名 4% 長野県 4 名 9% 山口県 1 名 2%
宮城県 1 名 2% 東京都 2 名 4% 岐阜県 1 名 2% 徳島県 1 名 2%
山形県 1 名 2% 神奈川県 1 名 2% 静岡県 6 名 13% 香川県 2 名 4%
福島県 1 名 2% 富山県 2 名 4% 愛知県 5 名 11% 愛媛県 2 名 4%














No 性別 年齢 出身地 問 3 の回答
1 女性 21 長崎県 川棚町 魚雷発射訓練場、火薬庫、海の砲台
2 女性 21 愛媛県 愛南町 相撲練り、五ッ鹿、荒獅子、牛鬼
3 女性 21 東京都 八王子市 高尾山薬王院（本社、お堂）、たこ杉、八王子祭り（みこし）、浅川濠、八王子城跡
4 女性 21 長野県 諏訪市 諏訪大社、片倉館、五本スギ、高島城
5 男性 21 宮城県 栗原市 ゲンジボタルの生息地、伊豆沼
6 女性 21 神奈川県 相模原市 ふじや（吉野宿）、おはやし、神社（日連神社）あと、舞台がある神社
7 女性 21 静岡県 伊東市 大楠（樹木）、天狗のわび状、東海館
8 男性 21 徳島県 石井町 田中家住宅
9 男性 21 山形県 天童市 織田信長肖像画、ししおどり
10 女性 21 山梨県 甲府市 信玄公祭り
11 女性 21 富山県 高岡市 高岡銅器・漆器、高岡大仏、瑞龍寺、御車山祭り、金屋町の古い町並み
12 女性 21 山梨県 甲府市 月輪延命地蔵尊、楠木地蔵
13 女性 21 山梨県 大月市 ―
14 男性 20 静岡県 静岡市 日本平の久能山東照宮、清水港祭り、富士山、登呂遺跡、駿河竹筋細工
15 女性 21 静岡県 静岡市 登呂遺跡、久能山東照宮
16 女性 21 富山県 入善町 ―
17 女性 21 愛媛県 松山市 松山城、道後温泉
18 女性 21 茨城県 日立市 日立鉱山の大煙突
19 女性 21 長野県 池田町 ―
20 女性 21 栃木県 足利市 足利学校、鑁阿寺、八木節
21 女性 21 茨城県 つくば市 鹿島神宮、笠間焼きなど
22 女性 21 山梨県 甲斐市 武田神社、積翠寺、舞鶴城（甲府城）、藤村記念館
23 女性 21 静岡県 浜松市 浜名総社神明宮
24 女性 21 愛知県 豊明市 ―
25 女性 21 長野県 佐久市 旧中込学校
26 男性 21 山口県 岩国市 岩国の白蛇、錦帯橋、行波の神舞
27 男性 21 愛知県 豊橋市 鬼祭り
28 女性 21 香川県 高松市 金比羅宮、丸亀城
29 女性 21 茨城県 桜川市 古い町並み、真壁祇園祭
30 女性 21 山梨県 都留市 牛石遺跡
31 女性 21 山梨県 山梨市 唐土神社、根津嘉一郎の邸宅
32 男性 21 岐阜県 瑞穂市 やな（夏季限定で営業する川沿いの鮎料（理）屋、またはそこでの食文化）
33 女性 21 香川県 高松市 香川漆器
34 女性 21 長野県 長野市 善光寺、びんずる祭り、戸隠神社
35 女性 22 愛知県 豊橋市（豊川市）
豊橋：鬼祭り、二川本陣、吉田城、筆、能面、公開堂、手筒花火、韋毛湿原
豊川：豊川海軍工廠跡、豊川稲荷
36 女性 19 青森県 青森市 ねぶた祭り、三内丸山遺跡、白神山地など
37 女性 19 東京都 新宿区 ―
38 女性 21 静岡県 菊川市 応声教院、赤レンガ倉庫
39 女性 19 静岡県 藤枝市 志太郡衙
40 女性 19 愛知県 名古屋市 有松
41 女性 19 愛知県 あま市 ―
42 女性 20 福島県 玉川村 昔の農機具
43 女性 20 長崎県 長崎市 原爆関係の遺跡・資料館、江戸時代から明治の産業遺産（出島、端島（軍艦島）、精霊流し）
44 女性 19 滋賀県 長浜市 長浜曳山祭り、長浜城














表 4　問 4 の回答理由について（問 5）










































































































を明らかにするために設定した。回答は図 3 と表 5 にまとめた。問 6（図 3）で「思う」を選択した
回答者は45名中41名で全体の91％を占める。「思わない」は 0 名で、「わからない」を選択した回答





36の 5 名（12％）が回答し、No.7、11、33、45の 4 名（10％）が、文化財が今まで受け継がれてきた





























































































問 4．問 2で「ある」と答えた方、将来、問 3で回答した文化財の保護や継承に何らかの形で関わりたいと思いますか。
あてはまるものに○印をつけてください。
　　　①思う　　　②思わない　　　③わからない
問 5．問 2で「ある」と答えた方、問 4でそのように答えた理由はなぜですか。理由を教えてください。
問 6．あなたは文化財を地域の大切なものとして次世代につたえていくことは重要だと思いますか。
　　　①思う　　　②思わない　　　③わからない
問 7．問 6でそのように答えた理由はなぜですか。理由を教えてください。
問 8．文化財を保護して、未来へ継承していくことについて思っていることをご自由にお書きください。
ご協力ありがとうございました。
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